
（２）京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画（仮称）の策定に係る調査について

表．調査事業の検討（企画提案内容）

調査対象
調査目的

（業務仕様書より）
調査事業の概要 その他検討事項

高校生

定期利用の増大に向け

た地域内の通学者への

調査

調査の種類

と対象者

対象市町に立地する高等学校の２年生を対象とするアンケート調

査

※夏休み期間終了後に実施

実施方法
学校の協力を得て、各校にて２年生にお願い文と調査票を配布。

回答はWebサイトにアクセスして記入

把握したい

主な事項

・通学手段、特に送迎の実態

・通学で困っていることは何か？

・卒業後も地域で住み続けるために必要な公共交通は？

・友人等に公共交通の利用を奨めるとしたらどのような点を

　アピール？

など

企業従業員

定期利用の増大に向け

た地域内の通勤者への

調査

調査の種類

と対象者

対象市町に立地する従業員数100名以上の事業所及び官公庁の従業

者を対象とするアンケート調査

実施方法
協力を得られる企業の従業員に、企業を通してお願い文と調査票

を配布。回答はWebサイトにアクセスして記入

把握したい

主な事項

・日常の通勤手段、通勤に公共交通を利用する／しない理由

・通勤に公共交通（特に丹鉄）を利用できる可能性、通勤以外

　も含め公共交通を利用できる場面、及びその可能性を高める

　ために公共交通に求めること

・マイカー通勤者に公共交通の通勤を奨める場合にアピールでき

る点

など

外国人旅行

者

沿線地域を訪れるイン

バウンドの移動手段等

に関する調査

調査の種類

と対象者

対象市町で営業する宿泊施設に宿泊する外国人旅行者（またはグ

ループ）を対象とするアンケート調査

実施方法

各市町の観光協会を通じ、宿泊施設にて外国人宿泊客またはグ

ループにアンケート調査票類（お願い文、調査票）を配布

英語、中国語、韓国語の３カ国語を用意。

宿泊施設にてチェックアウト時に調査票を回収。または各自で

Webサイトにアクセスして回答

把握したい

主な事項
対象地域への来訪や周遊観光の移動手段を聞くことに重点

丹鉄利用者
 －

(※受託者提案事項)

調査の種類

と対象者

調査日（平休各１日）に丹鉄に乗車した人を対象とするアンケー

ト調査

※平日調査は高校の夏休み期間終了後に実施

実施方法

丹鉄の主要駅の改札口で、調査員が乗車する人に調査票類（お願

い文、調査票、返信用封筒）を配布。

主要駅以外の乗客やＪＲ直通列車の乗客には、車内で調査票類を

配布。

回収は、駅や車内の回収箱、郵送、Webサイトにそれぞれ対応

把握したい

主な事項

・利用者からみた問題点、改善要望など、現在の利用者をつな

　ぎ止めるために必要なこと。

・丹鉄の魅力や利用増に向けた提案など、利用促進のヒントに

　なる事項

など

・JR結節駅での、送迎利用の状況把握

・高校生へのグループインタビュー

・どの時間帯に、どの方面を増便してほし

　いかなど、詳細な調査

・宮津駅のワークショップ結果の活用

・高校生が鉄道に対し、不満に感じている

　点の調査

・高校生の「本数の増加」という要望が、

　朝登校に使用する便の話か下校の便の話

　かといった詳細の調査

ー

・入り口調査（出発点、交通手段）

・立ち寄り地点、宿泊地の調査

・京都市観光案内所での聞き取り調査

・Visaタッチなどのデジタルマーケティン

　グを見据えた調査

ー
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